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メールのない生活なんて考えられないなど

という人もいるように、メールはコミュニ

ケーションツールの1つとして、私たちの

生活に欠かせないものとなっている。特に、

時間と空間を超えられる「メーリングリスト」

はコミュニティーの決定版と言えよう。そ

して今、その無限の可能性を活かすべく、

究極の無料メーリングリストサービス

「FreeML」が誕生した！

インターネットマガジン編集部
Illust : Harada Kaori

クッキー（Cookie）：WWWサーバーがブラウザーに対してデータを保存するように要求する仕組み。または保存されたデータ。以前にページを訪れたユーザーを識別する
ためなどに使われる。JavaScriptでもクッキーを扱える。

FreeMLの新しい機能のうち、注目したい

のは登録（→310ページ）するともらえる自

分専用の「MyPage」だ。トップページか

らメールアドレスとパスワードを入力してロ

グインすると、自分が参加しているメーリン

グリストの一覧が見られる。メーリングリス

トの「あて先」をクリックすれば、ウェブメ

ールがそのまま投稿できるし、「ML名」から

は「MLページ」（次ページ参照）へと進め

る。パスワードやメールアドレスなどの個人

情報の管理も、フォームに入力するだけで簡

単にできてしまう。

ブラウザーの設定を「すべてのクッキーを

受け入れる」にしておけば、次からのアクセ

スは自動で認識されるので、ログインの手間

が省ける。

新生
FreeMLを
極める

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の常識を変える！

MLページへ ウェブメールへ

MyPage登場！！
カスタマイズしたページが持てる

www.freeml.com
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INTERNET magazine 2000/4 309コマンドメール：一般に、キーボードやプログラムを通じてコンピュータに対して与える命令をコマンドと言う。そのコマンドを記述したメールを送信してプログラムに命令
を与えること。FreeMLの場合、参加を申込むときには「majordomo@freeml.com」宛てに「subscribe （メーリングリスト名）（自分のアドレス）end」というメールを送る。

メーリングリスト管理のコアとなるページ

が「MLページ」だ。ここではメーリングリ

ストの基本情報およびメッセージのログ（履

歴）が見られ、さらに参加・運用の設定が

変更できる。ここでは特に、メッセージを閲

覧できる機能に注目する（なお、管理機能

については310、312ページ参照）。

この機能を使えば、メーリングリスト宛て

のメールが、すべてブラウザー上で読めるよ

うになる。「メッセージ」タブをクリックすれ

ば、最新のメッセージ一覧が表示されるので、

その中から気になるものだけチェックすれば

よい。設定方法は、MLページの「参加の設

定」（→312ページ）で、「メッセージの受取

設定」に「メールは受け取らずにウェブで見

る」を選択するだけでOKだ。活発

なメーリングリストに入ったはいい

が、毎日何十通とメールのやり取り

をしていては、あっという間にメー

ルソフトがパンクしてしまう。そん

な時こそ、この機能を活用しよう。

また、メッセージの過去ログが検

索できる機能も強力なツールだ。キ

ーワードを入力すると、その言葉を

含んだメッセージの一覧が表示され

るので、効率よく情報が集められ

る。さらに、日付を指定しても検

索できる。

らの問題がすべて解消され、実に簡単にメーリ

ングリストを開設できるのだ。もちろん、メー

リングリストへの参加方法もし極シンプルだ。

それでは早速、FreeMLの充実した機能につい

て見ていこう。

自分の関心のあるテーマについて熱く語り合

ったり、グループの連絡網に使ったりと、今ま

でメーリングリストはコミュニケーションの一手

段として大いに活躍してきた。だが、いざこれ

を自分で開設するとなると、設定や管理のため

にサーバーへややこしいコマンドメールを送らな

ければならなかったり、費用が必要だったりと、

誰もが気軽に利用できるサービスだったとは言

えないだろう。

しかし、リニューアルしたFreeMLではそれ

FreeMLの実力を徹底チェック！
使える機能を一挙に紹介

無料でメーリングリストを開設できるサービスは多々あるが、

一般に公開しないメーリングリストの場合、費用がかかること

も少なくない。FreeMLならプライベートなメーリングリスト

も含め、すべてのサービスが無料で利用できる。

メーリングリストの開設や、実際の運営に関する設定がすべて

ブラウザーから編集できる。これでもう、ややこしいコマンドメ

ールとはサヨナラだ。メーリングリストへの参加や脱退も、ボ

タンをクリックするだけでOK。

全サービス無料 専門知識のいらない簡単設定ツール

メーリングリストに参加したいと思っても、すべてのメーリング

リストの中から、自分の好みに合うものを探し出すのは簡単で

はない。しかし、トップページ（前ページ参照）をご覧あれ。

検索サイトのような見かけはダテでなく、キーワードからメーリ

ングリストを検索できるのだ。

参加したメーリングリストが、実は開店休業状態だったという

苦い経験はないだろうか？　FreeMLなら参加者の人数や投稿

数のランキングが公開されているので、活発にメールがやり取

りされているメーリングリストが一目瞭然だ。参加を検討する

際の参考にしよう。

メーリングリストが検索できる 活動状況が一目でわかる

最新のメッセージ一覧
検索ボックス

MLページを活用せよ
メールのログがウェブで読める！

1

2

1
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「MLページ」の「メッセージ」画面
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310 INTERNET magazine 2000/4 ディレクトリー：コンピュータの世界で、ディスクなどにあるファイルを管理するための仕組み。ツリー構造をしたディレクトリーによってファイルが階層的に管理されてい
る。検索サイトにおいてサイトをカテゴリーごとに分類、整理する方式を、ロボット収集型のサイトに対してディレクトリー形式と呼ぶことも多い。

き）と、B一般に公開しないプライベートなメ

ーリングリスト（FreeMLのディレクトリーに

登録しない。内輪のグループで情報交換をした

いとき）の2つに分けて、作成の流れを紹介し

ていこう。

FreeMLでは、ウェブベースで実に簡単にメ

ーリングリストを作成できる。しかも、今回の

リニューアルにあたって、一般に公開しないプ

ライベートなメーリングリストも無料で開設で

きるようになった。このサービスを利用しない

手はないだろう。

今回は、A誰でも自由に参加できるオープ

ンなメーリングリスト（FreeMLのディレクト

リーに登録される。自分の趣味や、関心のある

テーマについてたくさんの人と語り合いたいと

FreeML実践講座

メーリングリストを開設するには、ユーザ

ー登録が必要だ。参加だけなら登録する必

要はないが、自分専用の「MyPage」（→

308ページ）が使えるようになったり、メー

リングリストへの参加・退会が簡単にできる

参加者の一覧が見られ、メールアドレスで検索もで

きる。また、参加者の追加や削除もこの画面から行

える。

ログインする

トップページの「作る」をクリックすると、

ログイン画面になる。登録したメールアドレス

とパスワードを入力しよう。

MLページのトップ（前ページ参照）から「運用の設定」タブをクリッ

クすると、詳細な設定ができる画面にジャンプする。ここで何が設定で

きるのか、詳しく見ていこう。

参加者の管理

「モデレーター」とはメーリングリストの共同運営者。

参加者が多いときなどは、必要に応じて任命し、オ

ーナーの負担を軽くしよう。

モデレーターの登録・削除

開設する際に登録した公開方法の設定（311ページ

STEP2参照）の変更を行う。さらに、コマンドメー

ルを無視するかどうかなども設定できる。また、メ

ーリングリストの解散手続きは、このページの画面

一番下にある「削除」ボタンをクリックすればよい。

運営方針の変更

参加希望者や承認待ちのメッセージが一覧

表示され、「保留」「承認する」「承認しな

い」の3つの対応が選べる。

メッセージ、参加者の承認

内容が不適切な投稿は、メッセージ番号を

入力するだけで削除できる。

メッセージの削除

開設する際に登録した基本情報（311ペー

ジのSTEP2参照）の変更を行う。さらに、

メーリングリストへの招待・加入案内のメー

ルに表示するメッセージなども設定できる。

基本情報の変更

b

c

a

e

f

d

MLページで楽チン設定～運用編～

何はともあれまずはユーザー登録

a b c d e f

1

2

▲STEP 1

それでは 
早速 
開設 
しよう！ 

www.freeml.com/list.cgi

www.freeml.com/regist/m_register.cgi

1

「開設する」

ようになったりするので、ぜひとも登録する

ことをおすすめする。

1自分のメールアドレスと希望のパスワード、

郵便番号、生まれた年、性別を入力する。

2送信すると登録したアドレス宛てに確認の

メールが届く。メールに書かれたURLにアク

セスすると、「ユーザー登録が完了しました」

というメッセージが表示され、これでめでた

く「登録完了」。
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INTERNET magazine 2000/4 311ログ：コンピューターを使ったり、通信したりしたときに残される記録のこと。たとえばWWWの「アクセスログ」では、コンピュータ同士の交信内容から、いつどこからど
のページを見たかなど、アクセスした人に関する詳細な記録をとることができる。

一般に公開する
メーリングリスト

一般に公開しない
メーリングリスト基本情報・公開方法を

設定する

完成！！

・メーリングリストのアドレス

○×△@freeml.com

・オーナーのアドレス

owner-○×△@freeml.com

MLページへ

「する」を選択。

通常は「参加者のみに公開」を選ぶ。一方、参

加者以外の人がメッセージを見てもよいときは、

「一般に公開」を選択しよう。ここで注意して

おきたいのは、「保存しない」を選ぶとメッセー

ジのログが残らなくなってしまう点。当然、検

索機能も使えなくなる。

参加に制限を設けるかどうかを設定する。初期

設定ではオーナーがモデレーター（共同管理者）

を兼任するが、参加者の中から新たに任命もで

きる。

通常は「参加者のみMLにメールを送れる」を

選ぶ。参加者以外の投稿も受け付ける場合は、

上の「メッセージ」の設定で「一般に公開」を

選び、さらにここで「誰でも送れる」を選ぼう。

「選択」をクリックすると、ジャンルを決める

「カテゴリー選択画面」の別ウィンドウが開く。

カテゴリーもディレクトリー構造になっている。

検索の結果など、メーリングリストが一覧で表

示されるときには、リスト名とこの文章が紹介

される。ほかと差のつく粋な文章を考えよう（全

角で20文字以上100文字以内）。

ここで書いた文章は、MLページ内の「ML情

報」で紹介される。上の「紹介文」より詳しい

情報を提供するとともに、ユーザーの関心を強

くひく内容にしたい（全角で60文字以上1000

文字以内）。

希望のメーリングリストのアドレス（メンバー全

員宛てのアドレス）を入力する。メンバーが覚

えやすいアドレスにしよう。

メーリングリストの名前を決める。

MLページ内の情報画面で、メーリングリストの

説明にあたるのがここで入力した文章だ。上の

「紹介文」同様、ここの入力も必須ではない。

ごく内輪のメーリングリストの場合など、わざわ

ざ情報を提供する必要がないときは入力しなく

てもよい（全角で60文字以上1000文字以内）。

「しない」を選択

「参加者のみに公開」を選ぶ（「保存しない」に

ついてはA参照）。

「モデレーターの許可が必要」を選択。

「参加者のみメールを送れる」を選ぶ。

メーリングリストのアドレス（メンバー全員宛て

のアドレス）にしたい文字を入力する。メンバ

ーが覚えやすいアドレスにしよう。

メーリングリストの名前を決める。

ここで書いた文章が、メーリングリスト名ととも

にディレクトリーに表示される。プライベートな

メーリングリストはディレクトリーに登録する必

要がないので、入力しなくてもよい（全角で20

文字以上100文字以内）。

A B▲STEP 2

一般に公開しないメーリングリストでも、この

「カテゴリー選択」までは必須。ディレクトリー

に登録されるわけではないので、厳密に設定す

る必要はないだろう（操作方法はA参照）。
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312 INTERNET magazine 2000/4 HTMLソース：プログラミング言語でプログラム記述したままの状態を、ソースコードまたはソースという。同様に、HTMLで記述した内容をHTMLソースという。ブラウザ
ーは、HTMLソースを解釈して、画面に情報を表示する。“source”には「もと」という意味があるが、HTMLソースはまさにホームページの「もと」だ。

きっとあなたの好みにマッチするメーリングリ

ストが見つかるはずだ。

メーリングリストを利用したことがなく、い

きなり作るのはちょっと…という人は、まず自

分が関心のあるメーリングリストに参加してみ

てはどうだろうか？　現在、FreeMLで公開さ

れているメーリングリストは、その数なんと

7000以上！　

「参加する」
FreeML実践講座

完了！！

トップページのディレクトリーを下りていくか、

もしくは内容がある程度絞られているなら、キ

ーワードで検索すると早い。

内容をチェックし、本当にこのメーリングリス

トに参加しても良いと思ったなら、「参加」を

クリック。

もう一度確認のメッセージが表示されるので、

そこでもう一度「参加」を選ぶ。この時点で参

加手続きが完了する。同時に、登録したメー

ルアドレス（→310ページ）に、その旨を知ら

せるメールが届く。

MLページでは参加方法の設定も変更でき

る。「参加の設定」タブをクリックし、必要

に応じて行おう（→309ページ）。また、メ

ーリングリストは参加者が多ければ多いほど

盛り上がるもの。メーリングリストのPR活

動に役立つ機能も紹介しよう。

「ML情報」のページからは、メーリングリス

トへの招待のメールを送れる。参加してほし

い人のアドレスを入力し、「招待」をクリッ

クするだけでOKだ。相手にはメーリングリ

ストの紹介と参加方法を書いたメールが送ら

れる。

紹介制度

同じく「ML情報」のページでは、下の画面

にあるような参加フォームのHTMLソースも

提供されている。これを自分のホームページ

に埋め込めば、ホームページからもメーリン

グリストへの参加が呼びこめる。

ML参加キット

MLページへ

好みのジャンルを探す 内容を吟味する

MLページで楽チン設定～参加編～

b

a

a

b

FreeMLで簡単にメーリングリストの設定・管理ができるのは

ウェブベースならではの利点だ。しかし、そうは言ってもメー

ルを受け取るメールソフトから、そのまま投稿する機会は多い

だろう。そんなときは、宛先をメーリングリストのアドレス

（○×△@freeml.com）にして送信すればよい。メーリングリ

ストのアドレスはアドレス帳に登録しておくといいだろう。また、

FreeMLでは、一部コマンドメールにも対応しており、参加・

退会・配信の一時停止などの処理が行える。

人の心は移ろいやすいもの。参加した頃の情熱が冷めてしまっ

たり、自分の想像と活動内容が違っていたり…と、楽しいはず

のメーリングリストが、逆に重荷になってしまうことも。そん

なときは、思いきって退会に踏み切ろう。退会の手続きは、

「MLページ」から「参加の設定」画面にジャンプし、「退会」ボ

タンをクリックすれば完了だ（コマンドメールでも手続き可能）。

メーリングリスト宛てに退会方法を問い合わせるメールを送っ

たりして、オーナーやメンバーの手を煩わせることは避けたい。

メールソフトから投稿する 退会したくなったら
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INTERNET magazine 2000/4 313インスタントメッセージ：同じソフトを使っている特定グループの仲間が現在オンラインであるかどうかを調べ、オンラインであればチャットやファイル転送などができるア
プリケーション。グループ外のユーザーとの交信もできる。AOLのICQやMSNのメッセンジャーサービスなどがその代表例。

これまでで、FreeMLを使えばいかに簡単に

メーリングリストを利用できるかがおわかりいた

だけたと思う。FreeMLは、我々ユーザーとメ

ーリングリストとの間にあった壁を完全に取り

払ってくれた。

そこで今、コミュニケーションツールとして

の機能に加え、さらに一歩進んだメーリングリ

ストの活用方法を考えたい。そう、情報がリア

ルタイムで流れるメーリングリストこそ究極の

情報源と言えないだろうか？　たとえば仕事で

新規の案件に取り組むとき、ウェブで情報を集

めるのもよいが、メーリングリストに参加（場

合によっては開設）すれば、その道のエキスパ

ートたちから、一段と濃い情報を得ることだっ

てできる。

つまり、メーリングリストに参加することは、

お抱えの「ブレーン集団」を得ることに等しい。

インターネットが当たり前となった今、これか

らはメーリングリストを使って情報を集める時

代なのだ！

フリーエムエルドットコム㈱は、㈱ネット

エイジで運営していた「FreeML」の運営を

スピンオフさせ、インターキュー㈱と㈱ネッ

トエイジによって新たに設立されたジョイン

トベンチャーだ。最後に、同社代表取締役

社長の広末紀之氏と技術担当取締役の河野

吉宏氏、さらにインターキュー㈱代表取締役

社長の熊谷正寿氏に話を聞いた。

●FreeMLの魅力

「一番の強みは初心者にも簡単な設定管理

ツールだと思います。従来のコマンドなど難

しいものではなく、誰にでもわかるインター

フェイスに関しては、お客様からも好評を得

ていますし、他社よりも優れていると自認し

ています。また、全サービスが無料であると

いうことも大きなファクターです。ほかには、

公開型のメーリングリストが多いという点も、

特徴として挙げられるでしょう」（広末氏）

「システム面では、ダウンさせないよう、常

に安全性重視の姿勢で取り組んでいます。お

客様にサービスを提供するのは、何十時間も

テストした後なんですよ」（河野氏）

●コミュニティーの決定版

「メーリングリストを使えば、地理的・時

間的制約を超えてコミュニケーションができ

ます。そういった制約がある方にこそ、メー

リングリストのすばらしさを感じていただけ

ると思います」（広末氏）

「インターネット上のコミュニティーという

と、チャット、掲示板、メーリングリスト、

インスタントメッセージが挙げられます。そ

の中で、時間の制約を超えられるのが掲示板

とメーリングリスト。しかし、掲示板はウェ

ブベースなので重いし、多くは過去ログを検

索することができません。消去法的に考えて

いくと、コミュニティーの決定版はメーリン

グリストではないかと思っています。メーリ

ングリストが一般化してからの歴史はまだ浅

いので、これからお客様の手によってどんど

ん活用方法を拡大していっていただきたいで

すね」（熊谷氏）

●メールメディアNo.1を目指す

「まず何よりも、FreeMLという素晴らし

いサービスを使ってもらうこと、ユーザー数

を増やすことが最優先です。そのうえで、ユ

ーザーの皆さん自身の手でこのサービスを育

てていってもらえたらと思います」（広末氏）

「メーリングリストというと難しいイメージ

があると思うので、インターフェイス自体を

初心者向けに、誰にでも使ってもらえるよう

な形に改良していきたいです」（河野氏）

「インターネットの発展形態を考えると、

次に来るのは広告サービスだと思うのです。

しかし、広告ビジネスをオセロの盤にたとえ

るなら、正直なところ四角のうち二角はヤフ

ーさん、もう一角はマイクロソフトさんに抑

えられている。残された最後の一角は何かと

考えたときに、それはメールだと思いました。

ブラウザーよりもメールソフトのほうが長時

間使われているのに、メール広告で勝負しよ

うと考えている会社は少ないんですね。

FreeML、まぐクリック、クリックメールと

いったグループ会社のそれぞれよいところを

活かしていきながら、相乗効果でメールメデ

ィアにおける圧倒的なナンバーワンの地位を

確立させていこうと考えています」（熊谷氏）

目標はメールメディアナンバーワン！！
interview

FreeMLを情報ステーションに
メーリングリストは情報の宝庫

広末紀之氏 河野吉宏氏 熊谷正寿氏
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